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はじめに

　1940-50 年代のヨーロッパ統合に西欧諸国のキリスト教民主主義政党が積極的に関与した

ことはよく知られている1）。例えば，1950 年 5 月に欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC）を提案し

たフランス外相ロベール・シューマン（Robert Schuman）は，キリスト教民主主義政党の

所属であり，1951 年 4 月に ECSC 設立条約に調印した 6 か国の外相は全員キリスト教民主

主義政党に所属していた。さらに，1958 年に発足した欧州経済共同体（EEC）の初代委員

長はドイツのキリスト教民主同盟のウォルター・ハルシュタイン（Walter Hallstein）であ

った。また，ローマ教皇ピウス 12 世（Pius XII）も公にヨーロッパ統合を支持していた2）。

　1950 年代に ECSC 設立条約と EEC 設立条約の批准が議会に提案された際に，各国のキリ

スト教民主主義政党は一致して賛成した。表 1 から 50 年代前半の ECSC6 か国の下院の勢

力分布を確認しよう。なお，カッコ内は ECSC6 か国にスイス，オーストリアを加えた 8 か

国の比率である。キリスト教民主党系は 37.1％（37％）で第 1 党であり，第 2 党が 19.8％

（23％）の社会民主党系である。第 3 党は 16.2％（14％）の共産党系，第 4 党が 14.5％（12

％）の保守ないしナショナリスト系，第 5 党が 9.8％（12％）で自由党系であった3）。

　1950 年代にヨーロッパ統合を主導した政治勢力は，中道右派のキリスト教民主主義政党

であった。今日の EU において統合に積極的な中道左派の社会民主主義系の政党は，統合の

初期には一致しておらず，むしろ懐疑的であった。社会民主党系のキリスト教民主主義政党

とくにその中心となるカトリックに対する警戒感はつよく，例えば当時のドイツ社会民主党

は統合に反対の姿勢であった。さらにフランスとイタリアで大きな勢力を持っていた共産党

はモスクワ主導のコミンフォルムと結びついており，そもそも西ヨーロッパ統合に反対の立

場であった4）。

　ところが，これまで西欧キリスト教民主主義政党に関する研究は，日本はもちろんヨーロ

ッパにおいても僅かであった5）。その理由としては，キリスト教民主主義政党を保守政党と

同一視するかその代替物と見なして注目してこなかったことが挙げられる。また，その背景

には，宗教を前近代的な近代民主主義とは相違するものとみる近代的理解があった。20 世

紀最高の宗教社会学者マックス・ウェーバー（Max Weber）の理解もとくにカトリックの

前近代性を強調したので，カトリック政党を前身とするキリスト教民主主義政党に対する研
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国名 選挙年 共産党系
社会民主
党系

キリスト
教民主系

自由党系
保守・ナシ
ョナリスト

その他 合計

西ドイツ 1953 ― 150 247 48 15 27 487
オランダ 1952 6 30 55 9 ― ― 100
ベルギー 1954 4 86 97 25 ― ― 212
ルクセンブルク 1951 4 19 21 8 ― ― 52
フランス 1951 103 104 85 94 216 24 626
イタリア 1953 218 19 262 19 69 3 590

ECSC6 か国合計 335 408 767 203 300 54 2067
比率（％） 16.2 19.8 37.1 9.8 14.5 2.6 100

オーストリア 1953 4 73 74 ― ― 14 165
スイス 1951 5 49 49 93 ― ― 196

8 か国合計 344 530 890 296 300 68 2428
比率（％） 14 23 37 12 12 3 100

表1　西欧 8 か国下院議席数（1950 年代前半）

（出所） Michael Patrick Forgarty, Christian Democracy in Western Europe 1820-1953, New York : 
Routledge, 2018 （First published in 1957, London : Routledge）, p. 295, Table 13 より作成。
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究関心の薄さを招いた6）。さらに，日本の政治状況においてはキリスト教民主主義政党に対

応する政党がなく，研究者が興味を持つことが少なかったこともある。

　しかし，1990 年代になるとヨーロッパのとくに政治研究の学界においてキリスト教民主

主義に関する研究が顕著に増えてきた7）。それらの研究は，ヨーロッパ各国のキリスト教民

主主義の歴史や特徴を比較するものが多いが，なかにはウォルフラム・カイザー（Wolfram 

Kaiser）のようにヨーロッパ統合との関連を考察するものもある。また，我が国においても

こうしたヨーロッパの研究動向を反映して，とくに政治史の分野でキリスト教民主主義に関

する研究が 90 年代後半以降なされるようになった。ただし，内外の研究の多くは政治史研

究者によるものであり，またヨーロッパ統合に関する研究は少ない。

　本稿の目的は，以上みたような内外の研究動向を踏まえて，戦後のヨーロッパ統合に対す

るキリスト教民主主義の影響の一端を明らかにすることにある。ヨーロッパ統合を研究する

には，政府間の交渉だけではなく，統合に影響を与えるトランスナショナル・ネットワーク

の思想と活動が重要である8）。そこで，本稿では，西欧各国におけるキリスト教民主主義政

党について概観するとともに，キリスト教民主勢力のネットワークとりわけ 1948 年に結成

されたキリスト教民主主義政党のネットワークである新国際エキップについて検討する。こ

の団体は 1948 年 5 月のハーグ・ヨーロッパ大会に参加しヨーロッパ統合を支持する民間団

体の一つとして主導的役割を果たし，ヨーロッパ運動（European Movement）の結成にも

貢献した。さらに 49 年 4 月のウェストミンスター経済会議でも重要な役割をはたして 1950

年代のヨーロッパ統合を準備した。
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第1章　西欧におけるキリスト教民主主義政党

第1節　戦前・戦中のキリスト教民主主義
　ヨーロッパにおけるキリスト教の政治運動は，19 世紀後半に自由主義政権が世俗化政策

を進めたことに対する対抗運動として始まった9）。ただし当初，バチカンや各国の司教団は，

下級聖職者や一般信徒に対するコントロールの低下を恐れて，大衆運動には消極的であった。

しかし，1870 年にドイツで設立された中央党が 1871 年の選挙で多数の議席を獲得したこと

をきっかけに，1880 年代にベルギー，オーストリア，オランダなどで「宗派政党」（confes-

sional party）が選挙で勝利をおさめて政権に参加した10）。

　20 世紀になると「宗派政党」の呼称は「キリスト教民主主義政党」（Christian Democrat 

party）に代わっていく。その理由は，この頃から党が教会から一定の自律性を獲得し，さ

らに党内において「キリスト教民主派」が影響力を増したことがあった。キリスト教民主派

は，民主化や社会問題への対応を主張する労組系の運動である。また 1891 年の教皇回勅

「レールム・ノヴァルム」（Rerum Novarum：新しい事柄）が資本主義の行き過ぎによる労

働者の悲惨な状況を指摘したことも，キリスト教民主派に対する追い風となった11）。

　1919 年 1 月にシチリア出身の司祭ドン・ルイジ・ストゥルツォ（Don Luigi Sturzo）が，

キリスト教的民主主義を掲げたイタリア人民党（Partito Populare Italiano : PPI）を設立し

書記長となった12）。彼はのちに「キリスト教民主主義の父」と呼ばれことになる。イタリ

ア人民党は，イタリア初のカトリック政党であるが，バチカンとは一定の距離を保ち，国内

の敵対する社会階級の間で調停者としての役割を果たそうとした。しかし，ベニト・ムッソ

リーニ（Benito Mussolini）との協調路線をとったバチカンによってストゥルツォは 1923 年

に辞任に追い込まれた。さらにファシストとの対立が激化すると，ストゥルツォに身の危険

が迫ったとして教皇庁国務長官ピエトロ・ガスパリ（Pietro Gasparri）枢機卿によって

1924 年 10 月彼はロンドンに亡命させられた13）。

　第二次大戦前にキリスト教民主主義者の「インターナショナル」はなかった14）。ただし，

ヨーロッパ規模で国境を越えて協力しようとしたキリスト教民主主義の運動は，戦間期に始

まる。ストゥルツォは 1921 年にトランスナショナルなキリスト教民主主義の組織と運動の

立ち上げを呼びかけた15）。この呼びかけは弟子のアルチーデ・デ・ガスペリ（Alcide de 

Gasperi）とともにミュンヘンのバイエルン民族党とケルンとベルリンのドイツ中央党への

訪問を皮切りに開始された。また，オーストリアやフランスのカトリック政党とも連携が作

られていった。

　1924 年にパリでストゥルツォは情報と連携のための国際事務局を設立し，キリスト教民

主主義政党の国際会議を準備した16）。1925 年 12 月 12-13 日，パリでカトリックの政治家に

よる最初の国際会議が開かれた。この会議の真の呼びかけ人はストゥルツォであったが，形
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式的にはフランスで 1924 年に設立されたばかりの人民民主党（Parti Démocrate Populaire : 

PDP）の招請によるものであった。このパリ会議にはフランス人民民主党，ドイツ中央党，

ベルギーのキリスト教労働者連盟（Mouvement ouvrier chrétien : MOC），ポーランド・キ

リスト教民主党（Polskie Stronnictwo Chrzescijanskiej Demokracji）の 5 つの政党から 34

人が参加した。

　パリ会議の結果，1925 年にパリでキリスト教民主主義政党国際事務局（Secrétariat Inter-

national des Partis Démocratiques dʼInspiration Chrétienne : SIPDIC）が設立され，キリス

ト教民主主義の国際的な政党間協調が始まった。SIPDIC の事務局はフランス人民民主党に

置かれ，1925 年から 32 年まで 8 回の年次大会が開催された17）。

　しかし，1930 年代になるとヨーロッパ大陸ではファシズムの嵐が吹き荒れキリスト教政

党は活動できなくなった。すでに 1926 年にムッソリーニによってイタリア人民党は解散さ

せられ18），1933 年 7 月にはドイツでナチス・ヒトラーによってドイツ中央党が解散させら

れた。SIPDIC の活動は，形骸化し 1939 年には活動を停止した。SIPDIC には 11 の政党が

参加したが，結局，活発な活動はできなかった。

　ヨーロッパ大陸を追われたカトリック政治家は亡命先の英米において同地の支援者の援助

でネットワークを形成した。1936 年 11 月にロンドンで「人民と自由グループ」（Peoples 

and Freedom Group）という名のカトリック組織が設立された19）。同グループは，リベラ

ルなカトリックが中心であり，講演会を開き，1938 年からは月刊で『人民と自由（People 

& Freedom）』という会報を発行した。「人民と自由」を名乗る組織は，アメリカでもニュ

ーヨーク，ボストン，ロサンジェルスなどで設立されたが規模は小さかった。

　1941 年 2 月，ストゥルツォは協力者とともに「人民と自由グループ」の周辺に国際キリ

スト教民主同盟（International Christian Democratic Union : ICDU）を設立した。ICDU は

亡命したキリスト教民主主義の政治家や知識人の対話の場となった20）。ICDU の名誉委員に

は，ストゥルツォのほかにチェコスロヴァキア亡命政府首相のヤン・シュラーメク（Jan 

Sramek）やポーランド亡命政府閣僚のユゼフ・ハルレル（Jozef Haller）などがいた。「人

民と自由」や ICDU は，ヨーロッパのカトリック抵抗運動家と英米に亡命したキリスト教

政治家との交流点を提供した。亡命キリスト教政治家は，ベルギー，フランス，オランダ，

ポーランド，チェコスロヴァキア，ユーゴスラヴィアに加えてフランコの独裁を逃れたバス

クやカタルーニャからも来ていた。

　しかしながら，これらの組織は，戦後のヨーロッパに直接的な影響力はほとんど持たなか

った。その理由は板橋拓己が指摘するように「人民と自由」や ICDU に参加した政治家の

多くが急進左派的で自国の党内では非主流に位置する人々だったからである21）。亡命キリ

スト者たちは，戦後のキリスト教民主主義政党の設立にほとんど関与できず，大戦中のネッ

トワークが貢献したとは言えない。
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　第二次大戦後の西欧キリスト教民主主義政党の設立者や指導者となったのは，国外に亡命

した人々ではなく，大戦中に国内にとどまりレジスタンスにかかわった政治家であった。例

えば，フランスのシューマンやジョルジュ・ビドー（Georges Bidault），ドイツのコンラー

ト・アデナウアー（Konrad Adenauer）やヤコブ・カイザー（Jakob Kaiser），イタリアの

デ・ガスペリ，オーストリアのレオポルド・フィグル（Leopold Figl）等である。

　また，1944 年のピウス 12 世（Pius XII）のクリスマスメッセージが民主主義とキリスト

教の関係について述べたことは，キリスト教民主主義政党が民主主義の擁護と全体主義への

拒絶を明確にする契機となった22）。

第2節　第二次大戦後のキリスト教民主主義政党
　第二次大戦の終了間際の 1944 年から 45 年にかけてヨーロッパではキリスト教民主主義政

党が再結成または設立された。ヨーロッパで戦前から存続したキリスト教政党は 1912 年発

足のスイス保守人民党（Schweizerische Konservative Volkspartei : SKVP）だけだった23）。

　戦後ヨーロッパの政治状況で共通の特徴は，強力なキリスト教民主主義政党の出現であっ

た24）。戦前にあった宗派政党は保守的で教会の利害を代表していたが，戦後のキリスト教

民主主義政党は戦前との関係を否定し教会の影響力は小さかった。キリスト教民主主義政党

には，様々な勢力や思想が入っていたが，民主主義を全面的に受け入れ，労働者階級や小農

民層からの支持も得て社会改革に意欲的であった。ただし，オランダのカトリック国民党だ

けは宗派的側面を引き続き強調した。

　第二次大戦直後の選挙において大陸ヨーロッパのキリスト教民主主義政党は予想以上の勝

利を収めた。その大きな要因は，従来の保守政党の多くが戦前・戦中にファシズムやナチズ

ムと結託したため戦後に国民の信頼を失ったことにある。他方，キリスト教民主主義者は戦

時中レジスタンス活動を行っていた。戦後，大陸ヨーロッパの保守層の多くにとって選挙で

の投票先はキリスト教民主主義政党以外に選択肢はなかった。

　キリスト教民主主義政党の中で特に強力なのはドイツのキリスト教民主同盟（CDU）と

そのバイエルンにおける姉妹政党のキリスト教社会同盟（CSU）であるが，イタリアやベ

ネルクスにおいても政権を担当する有力な政党であった。また，フランスでは人民共和国運

動（Mouvement Républicain Populaire : MRP）が，戦後しばらくの間は有力でありシュー

マンはこの政党の中心人物だった。

　対照的にスカンジナビアではキリスト教民主主義政党は常に弱く，イギリスでは極めて小

さな政党があるのみで議会に議席を得るような政党はなかった。ここにも 1970 年代に入る

までイギリスやスカンジナビア諸国がヨーロッパ統合に参加しなかった要因の一つがあると

考えらえる。また，南欧のスペインとポルトガルではフランシスコ・フランコ（Francisco 

Franco）とアントニオ・デ・オリヴェイラ・サラザール（António de Oliveira Salazar）の
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独裁政権が政治を宗教から分離させ，宗派政党は排除されていた。次に主要国のキリスト教

民主主義政党について概観しよう。

（1）イタリア

　1861 年に統一された国民国家イタリアとバチカンは当初から対立していた。1882 年，レ

オ 13 世（Leo XIII）は教令「ノン・エクスペディト」（non expedit：不都合，不適宜）を

発布し，カトリック教徒がイタリア政治にかかわることを禁止した25）。イタリアでは 19 世

紀末から社会党が労働組合や農業組合を組織化し，1904 年 9 月にはイタリア史上最大のゼ

ネストが起こった。これに衝撃を受けたピウス 10 世（Pius X）は，社会主義の拡大を阻止

しカトリックによる反撃の必要性を認識する。彼は，1905 年に回勅「イル・フェルモ・プ

ロポジト」（Il Fermo Proposito：通常の目標）を出して「ノン・エクスペディト」を緩和

し，カトリック教徒の国政への参加を条件付きで認めた26）。

　第一次大戦やロシア革命などの政治情勢の大きな変化を受けて 1919 年，教皇ベネディク

トゥス 15 世（Benedictus XV）は「ノン・エンクスペディト」を解除し，カトリック教徒

の政党結成や政治・社会運動を奨励した。こうして 1919 年以降，イタリアを始め多くの国

でキリスト教政党が結成されることになった。

　1919 年にストゥルツォによって結成されたイタリア人民党（PPI）は，ロシア革命による

共産主義勢力の伸長やイタリア社会党の台頭に対抗するために結成された中道左派の平信徒

の党であった。同党はすぐに社会党に次ぐ第 2 党に躍進した。しかしイタリアでは 1922 年

10 月にムッソリーニの「ローマ進軍」と呼ばれる直接行動によってファシスト党が政権を

握った。イタリア人民党は，ローマ進軍後ファシスト党に協力し最初の内閣に参加したが，

その後ファシズムに反対するようになった。ところが，バチカンは，ムッソリーニとの協力

関係を重視しストルツォを批判するようになりついに絶縁した27）。

　1926 年にムッソリーニによってイタリア人民党は解散させられ，党の指導者や知識人は

英米などへの亡命を余儀なくされた28）。ロンドンに亡命したストゥルツォは，1940 年 9 月

にロンドンを去り，40 年 10 月から 46 年 8 月までアメリカに亡命した。ストゥルツォは，

ファシスト支配の「暗黒の 20 年」（ventennio nero）の大半をニューヨークで送り，執筆活

動を行った。他方，バチカンは 1929 年にムッソリーニとラテラノ条約（コンコルダート）

を結んだ。

　1944 年に結党されたキリスト教民主党（Democrazia Cristiana : DC）は，人民党の流れ

を受け継ぎ指導者にはデ・ガスペリなどストゥルツォの弟子が多かった。結党時に指導力を

発揮したのは保守強硬派のジェッダ（Gedda）やロンバルド（Lombardo）らの「カトリッ

ク行動派」であり「民主独裁」を目指した。他方，労働運動系の左派にはカトリック系労働

組合員が多くいた。しかし，その後の党を主導したのは中道派のデ・ガスペリであった29）。
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　1946 年 6 月の制憲議会選挙でキリスト教民主党は勝利したが，社会党，共産党との不安

定な連立政権となった。しかし，1948 年 4 月の総選挙でキリスト教民主党は勝利し政権は

安定し，53 年の総選挙でも勝利した。ところが，党内対立からデ・ガスペリは 53 年に首相

の辞任を余儀なくされ，翌 54 年死去した。

（2）ドイツ

　戦前のドイツでは，カトリックを支持基盤とする中央党（Zentrum）があり右派諸政党と

連立を志向していた30）。1918 年から 33 年までの間に中央党からは 4 人の首相を出した。す

なわち，カール・フェーレンバハ（Karl Fehrenbach, 1920-21 年），ジョセフ・ヴィルト

（Joseph Wirth, 1921-22 年），ヴィルヘルム・マルクス（Wilhelm Marx, 1923-24 年，1926-

28 年），およびハインリヒ・ブリューニング（Heinrichi Brüning, 1930-32 年）である。中

央党は 1933 年 3 月 23 日にアドルフ・ヒットラー（Adolf Hitler）の全権委任法に賛成して

ナチスの独裁に手を貸したが，同年 7 月解散に追い込まれた。

　戦後，1945 年に中央党再建の試みは挫折し，キリスト教諸教派間の統一運動による合同

政党を設立する道が模索された。ドイツの西側地区においてキリスト教民主同盟（Christ-

lich-demokratische Union : CDU）がアデナウアーを代表として 1946 年 2 月 26 日に組織さ

れ，その後バイエルンを除く西ドイツ全域で組織された。

　他方，バイエルンでは 1945 年キリスト教社会同盟（Christlich-soziale Union : CSU）が発

足した。CDU と CSU は，1947 年 2 月，国会において合同会派を形成し今日まで継続して

いる。

（3）フランス

　フランスでは戦間期に二つのキリスト教系の政党が設立された31）。一つはキリスト教民

主主義者マルク・サンニエ（Marc Sangnier）が設立した非宗派的で中道左派の「青年共和

国」（Jeune République）である。サンニエは『ル・シヨン』（Le Sillon）という左派カトリ

ックの教育組織を主宰していたが，1910 年にピウス 10 世の糾弾を受けシヨンを解散してい

た。もう一つが，キリスト教民主系議員によって 1924 年の総選挙後に設立された「人民民

主党」である。両党は対立し，ともに小規模であり，戦前まで有力なキリスト教政党はフラ

ンスに存在しなかった。

　しかし，第 2 次大戦末期に設立されたキリスト教民主主義の人民共和運動（MRP）は第

4 共和政（1946-58 年）において多くの支持を獲得し，戦後フランスの再建とヨーロッパ統

合に大きな役割を果たした。MRP は，1944 年 11 月に戦前の 2 つの弱小カトリック政党で

ある「人民民主党」と「青年共和国」両党によってリヨンで設立された。その後，MRP に

は戦間期からレジスタンス運動のなかで展開されたカトリック活動団運動（アクション・カ
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トリック）の各団体やフランスキリスト教労働者同盟（Confédération Française des Tra-

vailleurs Chrétiens : CFTC）が参加した。なお，MRP の結党大会でサンニエが名誉総裁に

選ばれた。

　ただし，MRP は，党の綱領で宗派性を原則として示さず，入党資格からも宗派性を排除

し，「キリスト教民主主義」を名乗ることはなかった。したがって，MRP は，明確なイデ

オロギーを欠くことになったが，MRP の特徴は，レジスタンス運動の活動家を多く擁して

いたことにあった。党の指導者のビドーはレジスタンスの全体協議会の幹事長であり，モー

リス・シューマン（Maurice Schumann），フランソア・ド・マントン（François De Men-

thon），ピエール - アンリ・テトジャン（Pierre-Henri Teitgen）などの有力メンバーもレジ

スタンスにおいて大きな役割を果たした32）。

　第 4 共和制期にフランスでは臨時政府時代を含めて 27 の政府が誕生したが，MRP は 23

の連立政権に参加した。そして，R. シューマン（首相在職 1947.11-48.7），ビドー（首相在

職 1949.10-50.6），ピエール・フリムラン（Pierre Pflimlin，首相在職 1958.5-6）の 3 人が首

相となった。さらに R. シューマンとビドーは第 4 共和政期の外相をほぼ独占して，フラン

スのヨーロッパ統合政策を推し進めた。第 4 共和政期は政権交代が頻発したが，外相だけは

ほぼ MRP の二人によって担われ統合路線が継承されたのである。

　以上のように第 4 共和政期はキリスト教民主主義政党がフランスの国政を左右した稀有な

時代であったが，この時期に ECSC や EEC が設立されヨーロッパ統合が現実のものとなっ

た。MRP が参加する政府がヨーロッパ統合の開始時に政権を担っていたことは，歴史にお

ける偶然であろうか。

　なお，戦後，1946 年 1 月までは MRP はドゴールと緊密な関係にあり，ドゴールへの

「忠誠の党」（parti de fidérité）であった。しかし，その後，MRP はドゴールと対立し，47

年 4 月ドゴールはフランス人民連合（Rassemblement du Peuple Français : RPF）を創設し

た。RPF は順調に勢力を拡大したわけではないが，MRP は次第にドゴール派に支持者を奪

われていく。さらに，1958 年からの第 5 共和政の下でドゴール派が勢力を拡大し，1960 年

代 MRP は弱小政党へと転落した。

第3節　3人の統合主義者―シューマン，デ・ガスペリ，アデナウアー
　1940-50 年代のヨーロッパ統合にシューマン，デ・ガスペリ，アデナウアーの 3 人は大き

な貢献をした。1950 年 5 月に欧州石炭鉄鋼共同体を提案したシューマンは，1947-48 年に首

相であり 1948 年から 52 年まで外相を務めた。デ・ガスペリは 1945 年から 53 年までイタリ

ア首相を務め，アデナウアーは 1949 年から 63 年まで西ドイツの首相兼外相であった。3 人

はともに熱心なカトリック教徒でありキリスト教民主主義政党に所属し，また国境地域の出

身でナショナリズムの行き過ぎによって被害を被った経験を持つ点でも共通していた33）。
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　シューマンは，1886 年にルクセンブルクに生まれた34）。シューマンの父親はロレーヌ地

方の出身であったが，普仏戦争（1870-71 年）の後にルクセンブルクに移住していた。シュ

ーマンはルクセンブルク人としていくつかのドイツの大学で勉学したのち弁護士となりロレ

ーヌ地方のメッツに居住した。1919 年にヴェルサイユ条約によりロレーヌ地方がフランス

に復帰すると，シューマンはフランス国籍を取得し，19 年にキリスト教系の地方政党所属

の下院議員になり 40 年まで在職した。

　第二次大戦中の 1941 年にシューマンはドイツ軍に逮捕されるが，42 年に逃亡してレジス

タンス運動に従事した。戦後，彼は 1946 年から MRP の国民議会議員となりフランスの政

治家として 1963 年に亡くなるまで活動した。とくに 1947-48 年には首相を，1948-52 年に

は外相を務めた。

　デ・ガスペリは，1881 年に当時オーストリア＝ハンガリー帝国領であったトレント（南

チロル）で生まれた。彼は，インスブルック大学とウィーン大学で学び，1911 年からオー

ストリア議会の議員を数年間務めた。第一次大戦後のサン・ジェルマン条約により「未回収

のイタリア」（Italia irredenta）がイタリアに割譲されたことによってデ・ガスペリは 30 歳

代後半でイタリア市民となった。彼はイタリア人民党の結成に参加し，下院議員となりイタ

リア政界入りし人民党の指導者となった35）。

　ファシズム体制下でデ・ガスペリのイタリア人民党は当初これを支持したが批判に転じた。

彼はファシズムに対抗するためには社会党とも協力するべきであると主張したが，バチカン

はファシストを支持して社会主義政党との協力に反対した。イタリア人民党は 1926 年 11 月

に国家防衛法によって解散させられ，デ・ガスペリは 1927-29 年に投獄された。出獄後の

1929 年に彼はバチカン図書館に匿われてファシズム期を比較的安全に過ごすことができた。

1942 年のキリスト教民主党の結成においてデ・ガスペリは主導的役割を演じ書記長に就任

した。また，1943 年のバチカンの雑誌に，彼はヨーロッパ統合を提唱する匿名の論説を発

表している。1945 年 12 月，彼は反ファシズム諸政党からなる連立内閣の首班となり，53 年

まで連続 8 期連立政権を率いた。

　アデナウアーは 1876 年にケルンに生まれ，他の二人と違って国籍の変更を経験したこと

はなかった36）。アデナウアーはラインラント人らしくフランスびいきの国際派で，ライン

ラントを領域の一部とするプロイセンに対して警戒心を持っていた。彼はワイマール期にケ

ルン市長（1917-33 年）として政治活動を始め，中央党員としてプロイセン貴族院とプロイ

セン国家諮問院の議員（1920-33 年議長）であった。1920 年代には 2 度首相候補となった。

ナチスが政権をとるとアデナウアーは公職追放となりケルン市長を罷免され，1934 年と 44

年に 2 度逮捕されて短い期間であるが投獄された。

　戦争が終わると，アデナウアーは 1945 年に連合国占領下で再びケルン市長となった。さ

らに，彼は即座にキリスト教民主同盟を創設し，1946 年以降ラインラントとイギリス占領
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地区の党首を務め，後に西ドイツ全土における党首となった。アデナウアーは 1949 年に西

ドイツの初代首相に就任すると 1963 年に退陣するまで 15 年近く同職を務めた。

　 これら 3 人の間には宗教的なつながりがあると見なされ，「黒衣をまとった共同戦線」

（the Black Front）とも呼ばれた。なお，黒衣は聖職者の法衣である。実際，ヨーロッパ統

合という共通の目標を追求する中で彼らは親交を結び，共通語であるドイツ語で会話が交わ

された37）。

　ヨーロッパ統合の第一歩となった欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC）の計画を 1950 年 5 月に

発表したのはフランス外相シューマンであった。シューマンの提案によって ECSC 設立の

ための国際交渉が行われ，当時の西ドイツ首相アデナウアーやイタリア首相デ・ガスペリら

によって ECSC は 1952 年に発足した。デ・ガスペリは 1954 年に亡くなり，シューマンは

ほぼ同じころフランス政界を引退したが，1958 年から 60 年まで欧州議会の議長を務めるな

ど晩年までヨーロッパ統合に尽くし 1963 年に生涯を閉じた。

　アデナウアーは，1957 年 3 月，81 歳のときにローマ条約に調印し EEC とユーラトム

（欧州原子力共同体）の設立にも直接関与した。さらに，1958 年に登場したドゴール仏大統

領との間に信頼関係を築き 60 年代初めに独仏和解を実現した。しかし，国家主義者ドゴー

ルとの妥協によってアデナウアーの理想とするヨーロッパ連邦の実現からは遠ざかることに

なった。彼は 1963 年に政界を引退し，67 年に逝去した。

第2章　新国際エキップの設立

第1節　新国際エキップ設立の準備会合
　戦前ストゥルツォによって設立されたキリスト教民主主義政党国際事務局（SIPDIC）は

第二次大戦後に再建されなかった。ストゥルツォは 1945 年に「人民と自由グループ」をキ

リスト教民主主義国際情報局（International Information Service of Christian Democracy）

に改組し，これをスイスから指導した38）。

　第二次大戦直後の総選挙で新たに登場・再建されたキリスト教民主主義政党は，各国で大

きな勝利をおさめ政権与党となった。この支持拡大を背景にして，キリスト教民主主義政党

間の連携を強化しようとする機運が高まった。そのイニシャチヴを取ったのがフランスの

MRP とスイスの保守人民党である。

　1945 年 12 月にパリで MRP の第 2 回全国大会が開催された。この会議にはビドーによっ

てベルギー，イタリア，ルクセンブルク，オランダからの代表団が招待された。これを契機

に，MRP 事務局長で情報大臣のロベール・ビシェ（Robert Bichet）は，デ・ガスペリ，ス

トゥルツォ，ベルギーのポール・ヴァンゼーラント（Paul van Zeeland）などの有力政治家

を訪問し，キリスト教民主主義の国際組織の設立について彼らと協議した。とくにベルギー
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キリスト教社会党党首のジュール・スヨー（Jules Soyeur）は，ビシェと連絡を取り，親ヨ

ーロッパのフランス・ベルギー連携を形成した39）。

　しかし，最初に国際会議を開催したのは戦前以来のキリスト教民主主義の唯一の政党であ

る ス イ ス 保 守 人 民 党 で あ っ た。同 党 に よ っ て 1946 年 2-3 月 に ス イ ス の モ ン ト ル ー

（Montreux）でヨーロッパのキリスト教民主主義政党による最初の会議が開かれた。さらに

同党の指導者ジョセフ・エッシャー（Josef Escher）のイニシャチヴで翌 1947 年 2 月 27 日

から 3 月 2 日にルツェルン（Lucerne）で 2 回目の会議が開かれた40）。ルツェルン会議でキ

リスト教民主主義政党間の国家を超えた協力について議論され，最終的に新国際エキップ

（Nouvelles Équipes Internationales : NEI）の設立が決まった。以下，ルツェルン会議での

議論について概観しよう41）。

　ルツェルン会議では将来の国際組織の在り方について意見の対立があった。主催したスイ

スを始めオーストリアおよびイタリアは，キリスト教民主主義政党の緊密な国際組織いわば

政党の設立を主張した。これに対してベルギー，オランダそして特にフランスは，政党のよ

うな組織ではなく個人同士が協力する柔軟な協力形態を望んだ。

　ベルギーのキリスト教社会党（（Parti Social Chrétien : PSC）- キリスト教人民党

（Christelijke Volkspartij : CVP）42）の代表は，PSC-CVP は旧カトリック党とは大きく異なり，

非宗派的政党であり信仰を持たない人にも開かれていると述べた。そして，国際的関係にお

いては，政党間の組織的関係ではなく個人間の情報交換，会談，友情の形態を求めた。さら

に，キリスト教民主主義インターナショナルのような組織はイギリスでは理解されない恐れ

があると述べた。そこで代替案としてベルギーは新国際エキップという名の組織を提案した。

これはキリスト教民主党の代表ではないが同様の志を持つ個人や「人道主義者」，「人民民主

主義者」の参加も認めるものである。

　フランス MRP の指導者は，会議にあくまでも代表ではなく個人の資格で参加しているこ

とを強調したうえで MRP にはユダヤ教徒，プロテスタントさらにムスリムの党員がおり

様々な傾向を融合していると述べ，新たな国際組織が「キリスト教民主主義」に分類される

ことに反対した。また，MRP は国際組織が教権主義的で右派の「黒いインターナショナ

ル」とみなされる恐れを示し，ヨーロッパを東西に分断することを危惧した。MRP は，国

際キリスト教民主主義のインターナショナルは時期尚早であるとし，これに代わるものとし

てキリスト教を連想させないベルギーが提案した新国際エキップを挙げた。

　こうして MRP とベルギー PSC-CVP が宗教色を嫌ったため，組織の名称に宗教（キリス

ト教）を連想させる語が入らない新国際エキップ（NEI）の設立が決まった43）。NEI は「キ

リスト教」の語を避けより一般的な「人民民主主義」（démocrate populaire）をその思想と

して明示した44）。また，会議は PSC-CVP のヴァンゼーラントにアングロサクソン諸国で会

員を獲得する任務を託した45）。
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　ルツェルン会議では，国際組織以外の議論として，「第 3 の道」に関するものがあった。

ベルギー PSC-CVP は，経済思想の転換の必要性を示唆し，資本主義ではなくまたエタティ

ズム（国家介入主義）でもない第 3 の道を求めていると述べ，労働者階級を企業や産業の活

動に参加させることや生活費に見合った賃金を要求した。オランダ代表も「キリスト教精神

は資本主義とマルクス主義に同時に反対する」として第 3 の道を労働党とともに探求すると

述べた。そして，もしヨーロッパが第 3 の道を見つけられなければヨーロッパは死ぬことに

なるだろうと警告した46）。

　また，外交面でもフランスとベルギーの代表は，今日世界が 2 つのブロックに分裂する危

機に直面していると指摘し，ヨーロッパが米ソの間を仲介してこれを阻止する努力をすべき

であると述べた。

　NIE は，各国からのエキップ（équipes :　フランス語でチーム）から構成されるが，実際

には各国の政党単位で参加する場合が多かった47）。創設時に政治家が個人の資格で参加し

たのは，フランスの MRP とベルギーの PSC-CVP であり，ほかにイギリスとザールラント

から参加があった。政党単位で参加したのは，スイス，イタリア，オーストリア，オランダ，

ルクセンブルクである。また，ブルガリア，ルーマニア，リトアニア，ハンガリー，ポーラ

ンド，チェコスロヴァキア，ユーゴスラヴィア，バスクからの亡命者もいた。なお，ドイツ

のキリスト教民主同盟とキリスト教社会同盟は，おくれて 1948 年に加盟した。

　会議終了日に新国際エキップの原則と目的を説明する「結成宣言」が発表された48）。宣

言は，まずヨーロッパ文明が人間個人の価値を重視していることを強調し，ヨーロッパ文明

の防衛とその民主的影響力の拡大にとってすべての国の社会的，政治的，経済的活動を調和

することが重要であると訴えた。そして「新国際エキップは，人民民主主義思想に鼓舞され

た政治的・社会的諸個人の間の定期的な接触を確立するために設立された」と宣言した。

　ルツェルン会議は，ベルギー PSC-CVP に新しい会議を組織することを託した。キリスト

教民主主義者による次の会議が，ヴァンゼーラントを名誉議長として 1947 年 5-6 月にリエ

ージュ近郊で開催されることになった。

第2節　新国際エキップ第1回会議
　新国際エキップの設立会議（第 1 回会議）はベルギーのリエージュ（Liège）近郊ショフ

ォンテーヌ（Chaudfontaine）で 1947 年 5 月 31 から 6 月 2 日まで開催された。この会議は，

NEI の理論と組織を確定し，NEI は本格的に活動を開始することになった。まず，出席

者49）をもとにして 執行委員会（Executive Committee）が設立された。執行委員会の委員

長にはビシェ，副委員長にはルクセンブルクのエンジャン（Hengen），オランダのサッセン

（Sassen），ベルギーのデジレ・ラマル（Désiré Lamalle）が就任した。また，事務局長には

スヨーが就き，事務局はブリュッセルにおかれた。このように設立時の NEI ではフランス
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とベルギーの影響力が強かった。なお，事務局はのちにパリに移転し，1964 年からはロー

マに置かれた50）。

　会議にはベルギーによってバスク，ポーランド，チェコの亡命キリスト教政党の代表も招

待された。会議には 13 か国から政党，労働組合，各種団体が参加し「労働者の社会的状況

と労使関係」を全体テーマとした。

　全体テーマの議論をリードしたのは，MRP のジョゼフ・ルブレ神父（Father Joseph Le-

bret）であった。ルブレは，ドミニカ出身で「経済と人文主義」（Économie et Human-

isme）という研究グループの責任者であり，MRP の経済・社会政策に大きな影響力を持っ

ていた。また，彼は MRP の親ヨーロッパグループの中心人物でもあった51）。

　ルブレは，資本主義が労働者のプロレタリアート化をもたらしたこと，キリスト教徒がこ

れに加担してきたことを批判する52）。その上で，キリスト教徒が進歩の先兵として世界に

登場し，科学，技術的進歩，労働合理化，労働時間削減，すべての階級への教育と文化の普

及，適任者に地位を与えることを訴えた。このようにルブレは，資本主義の行き過ぎを批判

し，労働者の状況を改善することを主張した。

　会議では，「原則の宣言」53）においてすべての国における社会的，政治的，経済的な到達

点を調和させることが重要であり，NEI は民主的考えを持つ人々の間の定期的連絡をこの

目的のために確立するために設立されたと宣言した。そして，こうした連絡は，効果的な民

主的社会政策の積極的要素を結合することを可能にするとされた。

　会議の「決議」54）は，「民主主義はもはや政治分野に限定すべきではなく，社会的，経済

的分野にも広めるべきである。資本の利益は，国民経済を支配するために許されてはならな

い」と社会的側面を重視した。ただし，「決議」は，国家が直接経済活動に介入することに

は慎重であり，地方自治体や自由な職能団体がかかわるべきであるとした。

　また，「決議」は，社会経済組織が雇用者団体と労働組合との間の対等な関係に基づく協

力関係に基礎を置くべきであるとした。このように，NEI は共産主義が主張する階級対立

でなく労使協調による経済の運営を求めた。

　リエージュ会議は，労働者階級の社会的状況をテーマとして，反共産主義の立場を明確に

し，共産主義と資本主義の間を行く経済的，社会的「中道」の方針を採択した。また，ヨー

ロッパ統合は会議の議題とはならなかった。しかし，1947 年末から次期の会議の準備が進

む中で NEI はヨーロッパ統合の考えに舵を切っていく55）。

第3章　新国際エキップのヨーロッパ統合路線

第1節　新国際エキップ第2回会議：ドイツ問題の解決
　NEI の第 2 回会議は，1948 年 1 月 30 日から 2 月 1 日にルクセンブルクで行われ，「ドイ
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ツ問題」をテーマとした。これまで NEI とドイツのキリスト教民主・社会同盟との公式の

関係はなかった。オーストリア人民党党首のフェーリクス・フルデス（Felix Hurdes）は，

強い反対を押し切ってルクセンブルク会議にドイツ代表が対等の権利を持って参加すること

を可能にした。これによって，CDU のアデナウアーとヤーコプ・カイザー（Jakob Kaiser），

CSU 党首のヨーゼフ・ミュラー（Josef Müller）らが会議に参加した56）。

　会議では，ベルギーのラマルがドイツ問題に関して次のような趣旨の演説を行った57）。

ドイツが平和的，調和的なやり方で復興できなければ，ドイツは東洋的野蛮に陥る。ドイツ

が自国内の資源の上に自身の努力で再び活動できるのは明らかである。ドイツ問題を，拒絶

やその場しのぎの策，不信によって解決することは危険である。ドイツが再び政治的集権化

や戦闘神話の方向に向かうことはヨーロッパの利益にならない。

　ドイツ問題の唯一の効果的な解決方法は，ヨーロッパとドイツを一緒に再建することであ

る。その際，新しいドイツの地理的中心は，民主主義の伝統のある旧自由都市，ローマの伝

統が残っているラインラントであり，これらの地域は西欧と同じである。また，南部地域は

キリスト教の影響が強い地域であり対象となる。反対にしばしば「血と鉄」で表現される東

欧の影響はドイツから追い払うべきである。

　このようにラマルは古代ローマ帝国の版図に属する，一度は自由と文明を経験した地域を

ヨーロッパとともに再建されるドイツとして挙げた。ここには，中央集権的なプロイセンや

共産主義の影響を受け始めた東部ドイツは含まれていない。

　「善きドイツ」と「悪しきドイツ」を区別する「二つのドイツ」論は，「ドイツ問題」で演

説した多くの論者で共通していた58）。こうした二項対立は NEI においてカトリック思想が

強い影響力を持っていることの反映である。彼らは，エルベ以東は，ルター的でプロイセン

的な「悪しきドイツ」であり，西部はカトリック的な「善きドイツ」であるという単純化し

た強引な理解にもとづいて発言したのである59）。

　次にラマルは経済の重要性を指摘する。1 世紀以上前プロイセンはドイツ関税同盟（Zoll-

verein）を設立し，ドイツ帝国の建国に導いた。ドイツの経済的，社会的統一は，ドイツの

政治的統一に先立ち，それを可能にした。同様に，西欧諸国の統合のためには段階的に経済

統合を行いこれに成功しなければならない。ラマルは，西欧諸国が連邦化に向かっていると

し，ドイツが段階的に新しいヨーロッパに統合される以外にドイツ問題の本質的解決はない

と主張した。

　イギリス占領地区 CDU 党首のアデナウアーを代表とするドイツ代表団は，戦後に国際会

議に参加したドイツで最初の代表団であった。アデナウアーの演説は，ナチス時代にキリス

ト教徒が抵抗したことを強調し，国家社会主義は物質主義（Materialismus）の完全勝利で

あったとして，西欧文明のキリスト教徒が物質主義との戦いに加わることを呼びかけた60）。

そして，戦後におけるソ連とその衛星国，およびフランスとイタリアの共産主義に対する敵
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意を明確に示した。

　アデナウアーはドイツにおける共産主義や物質主義との戦いにおいて CDU-CSU が唯一の

信頼できる防波堤であると述べる。社会民主党（SPD）は，確かに反共産主義であるが，同

党は唯物論哲学に根差す考えを持っており，原理的，長期的に SPD は物質主義（唯物論）

に対する防波堤とはならないと警告した。

　また，キリスト教政治家は国際問題に関して緊密に協力する義務がある。なぜなら彼らは

個人の自由と社会正義という同じ理念と目標を持っているからであると呼びかけた。

　次にアデナウアーは，すでに関税同盟を始めたベネルクス諸国や周辺諸国と強力で包括的

な貿易関係を形成することを希望した。とくにアデナウアーが強調したのがフランスとの関

係であり，フランスの安全保障要求を満たしたうえでのヨーロッパ統合の永続的な基礎とし

て独仏友好への期待を示した。

　最後に，アデナウアーはドイツ問題の解決がヨーロッパ再建問題と密接に結びついており，

二つの問題は一体なのだと言う。そして，「唯一，キリスト教の知的，道徳的な力が一致し

て働いてヨーロッパと世界の再建をもたらすこと」を確信し，「私は，ヨーロッパが第一で

ドイツが第二であると考える」と述べた61）。

　ルクセンブルク会議の決議はドイツ問題をヨーロッパ再建問題の枠組みで解決する内容だ

った。決議は，冒頭で「ドイツ問題の解決は，ヨーロッパの全面的復興にかかっており，逆

もまた同様である」と述べる62）。1947 年 11-12 月のロンドン外相会議の失敗は，西欧諸国

に西側のみで協力し再建することを強いた。大国がヨーロッパ復興で重要な役割を演ずる一

方で，民主的ヨーロッパ諸国は直接関係する事柄の決定に関与しなければならない。「ドイ

ツ経済の問題は，ヨーロッパ協力の要請に沿って研究され解決されるべきである。採用され

る解決策はヨーロッパの経済再建の枠内で補償を与えなければならない。ドイツ経済は，ヨ

ーロッパ経済計画のなかに統合されることによって，ヨーロッパ経済の均衡に貢献するはず

である」。

　また，決議はルールの管理とドイツの非軍事化についても言及した。ルールにおける生産

には適切なコントロールがなされるべきであり，したがって，ドイツが再び近隣諸国にとっ

て軍事的脅威となることはあり得ないと述べた。そのうえで，ドイツがヨーロッパの再建に

寄与できるように貿易に課せられている制限を早期に解除するよう訴えた。

　以上のように，ルクセンブルク会議は，1948 年に入り鮮明になってきた高まる米ソ対立

を背景にして，反共産主義を強調し，ドイツに対する警戒よりもドイツ経済をヨーロッパ経

済に統合することによるヨーロッパの再建と統合の姿勢を明確にした。ここには，すでに

1950 年のシューマン・プランにつながる独仏協調やルールの管理を基軸にしたヨーロッパ

統合路線を見て取ることができる。

　こうして NEI は，キリスト教民主主義に基づくヨーロッパ統合を明確に目的として掲げ
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たのである。

第2節　ジュネーヴ・サークル
　NEI はキリスト教民主主義者の公式の国際組織であるが，宗教色を排除するかをはじめ

として内部に多くの対立があり，合意を形成することは容易ではなかった。そこで表向きの

顔である NEI の機能不全を補ったのが，ほぼ同時期に生まれたジュネーヴ・サークル（Ge-

neva Circle）あるいはジュネーヴ会合 Geneva sesssion）と呼ばれたキリスト教民主主義者

の非公式の定期会合であった63）。このサークルは 1947 年に始まり，ヨーロッパ統合や独仏

関係に関する自由な意見交換の場となった。

　ただし，松本佐保によるとジュネーヴ・サークルは戦前にまで遡ると考えられる64）。第

二次大戦中，中立国スイスのジュネーヴにはドイツ，フランス，ベルギー，オランダなどナ

チス支配下にあった国から亡命者が流れ込んでいた。キリスト教理念に基づいてレジスタン

ス運動を行っていた亡命者はジュネーヴを活動の拠点にした。

　ジュネーヴは亡命レジスタンス活動家の相互協力の地にとどまらず，国際連盟，ILO, 国

際宣教協議会（International Missionary Council : ICM）など多くの国際的組織の本部が置

かれていた。亡命キリスト教民主主義者は，これら国際機関とも連絡を取って活動しており，

広義のジュネーヴ・サークルが形成されていた。

　戦後のジュネーヴ・サークルに参加したのは，フランスの MRP，ドイツの CDU-CSU，

オーストリア人民党，ベルギーの PSC-CVP，イタリアのキリスト教民主党，オランダのカ

トリック人民党，スイス保守人民党の西欧 7 党である65）。各党は 2 名～4 名の代表を送り，

2 日程度会合した。ジュネーヴ・サークルはとくに独仏協調に大きな役割を果たした。

　第 1 回のジュネーヴ・サークルは 1947 年 11 月 16～17 日に開催されたが，この時はドイ

ツ代表の大半は外国旅行許可の問題で参加できなかった。しかし，第 2 回の 1948 年 3 月の

会合からアデナウアーをはじめとするドイツ代表は積極的に参加した。

　アデナウアーは第二次大戦が終わると様々なヨーロッパの非公式ネットワークに参加し，

とくにジュネーヴ・サークルでは政治的に問題の多い議論に関しても率直な意見交換をした。

西ドイツ独立前の 1948 年 12 月の会合で彼は，ソ連の脅威を強調することによってヨーロッ

パ防衛のためのドイツの再軍備の有用性を主張し，総選挙で社会民主党が勝利すれば将来の

ヨーロッパ組織でキリスト教民主勢力は主導権を握れなくなると警告した66）。

　ジュネーヴ・サークルにおけるアデナウアーの積極的な発言は，MRP のビドーに好感を

もって受け入れられた。ビドーはドイツに対して好意的態度を示し，独仏協調を進めようと

した。当時 MRP 内部ではビドーとシューマンがヨーロッパ政策を巡って対立していたが，

両者の仲を仲介し結びつけたのはジュネーヴ・サークルでのアデナウアーであった。フラン

スの有力与党がアデナウアーの尽力で一本化されたことでシューマン・プランに始まる統合
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は実現した67）。また，シューマン・プランは発表前にジュネーヴ・サークル内で徹底的に

議論されていた68）。

むすび

　1945 年以降のヨーロッパ統合においてキリスト教民主主義は重要な役割を演じてきた。

ドイツにおいてはナチズムの，イタリアではファシズムの，フランスではペタニズムの去っ

た政治的空白を埋めながら，キリスト教民主主義は自国の経済と政治のシステムを再建する

のみならず，人権と自由民主主義の価値を全体主義の脅威に対してヨーロッパレベルで擁護

した69）。

　さらに，彼らはヨーロッパ統合を目指してトランスナショナルなキリスト教民主主義のネ

ットワークを形成した。こうして作られた NEI が独仏和解を開始し進める場を提供し，ヨ

ーロッパ統合を背後から支えたことは，初期のヨーロッパ統合の推進力であった。

　ヨーロッパのキリスト教民主主義政党が，ヨーロッパ統合を推進する理由はいくつかあっ

た。とくに重要なものは経済的，社会的，文化的，宗教的理由である。ただし，最も重要な

動機は政治的なものであり，とくに反共産主義が最大の動機であった。しかし，それと同時

にキリスト教民主主義は，カトリック社会教説を受け継ぎ自由放任型資本主義の行き過ぎに

対しても批判的であった。資本主義でも共産主義でもない「第三の道」がキリスト教民主主

義の経済思想であり，社会改革をヨーロッパ統合において実現しようとした点に戦後のキリ

スト教民主主義の独自性がある。

　1965 年に NEI は欧州キリスト教民主主義同盟（European Union of Christian Democrats : 

EUCD）に改組された。この EUCD をもとに 1976 年にヨーロッパ人民党（European 

Peopleʼs Party : EPP）が設立された。これは 3 年後の 1979 年に EC の欧州議会で初の直接

選挙が行われることに向けた対応であった。今日 EU の欧州議会においてヨーロッパ人民党

グループは最大の政治勢力を保持している。また，欧州理事会常任議長（President）はベ

ルギーのキリスト教民主系政党出身で元首相のシャルル・ミッシェル（Charles Michel）で

ある。戦後直後に誕生したキリスト教民主主義政党の連合体である NEI の影響は，今日の

EU においても続いている。
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